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横浜市へ２５年度要望事項の懇談会が終了しました。 
平成２５年度の各単会さんからの要望事項をまとめた要望事項について、８月２３日（木）浜家連で

は理事長以下計２０名が参加して横浜市健康福祉局と懇談しました。 

【最重点項目】 

1 福祉特別乗車券は利用料無料制度を維持して下さい。 

平成２５年度精神保健福祉施策要望書について（要旨）は先月号で掲載の通りですが、今回は時

間が長かったこともあって、参加者からの思いも直接届けることができました。局からも担当課長・係長

から回答があって政党との懇談会とは違って、有意義な時間が持てました。 

その中で、最重点項目の福祉パス有料化については、当事者の思いを文書にして提出しました。急き

ょ持ち込まれた思いも届けました。（文書の詳細は事務局へお申し出ください） 
 

     ※ ※ ※  朝日新聞の報道に怒りの声  ※ ※ ※ 
８月２５日の朝日新聞の横浜版で「福祉パスの有料化」が決定したかの様な報道がありました。２８日

（火）の浜家連常任理事会では怒りの声が起こりました。早速健康福祉局へ照会したところ、健康福祉

局としては、「よく読めば決定にはなっていないことが分かる内容である」との回答でした。アンケートは

鋭意集計中で９月末までには結果を公表しますとのことです。 

 

【重点項目】 
４ 多職種による訪問医療や地域生活支援の体制を構築してください。 

横浜版アウトリーチについてはモデル地区を設定して早急に実施できるように要望をしました。                                                

横浜版こころのアウトリーチイメージ図 

●１０名程度の人員、１０万人程度の地域、車で３０分以内の範囲で多職種チームによる訪問支援  

横浜版こころのアウトリーチメージ図 
●１０名程度の人要、１０万人程度の地域、車で３０分以内の範囲で多職種チームによる訪問

支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

 
 

 

   

精神科医 

ピアサポーター 
（当事者） 

【対象者】 

 

 
① 受療中断者 ②未受診者 ③引きこもり状態 

の者④長期入院の後退院し、病状が不安定な者 

※当分の間は主診断名が統合失調症、重度の 

 気分障害圏、認知症による周辺症状がある者 

 （疑含み）を主たる対象とする。 

 

 

【対象者】 

 

 

作業療法士 看護師 

ケアマネージャー 
（ＭＳＷ） 

臨床心理技術者 
(臨床心理士等） 相談支援専門員 精神保健福祉士 

訪問支援 
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発達障害がある人への重い有罪判決がでました。 
 

 新聞報道によると、本年７月３０日、大阪地方裁判所（裁判員裁判）は、発達障害がある男性

が、姉を刺殺した事件の裁判で、求刑１６年を上回る有期刑の上限の懲役２０年の判決を出しま

した。この判決に対して幾つかの団体から抗議の声明が出されました。浜家連でも８月の理事

会で厳重な抗議文を出すべく決定して、抗議文を準備中です。決定した抗議文については、ホ

ームページで公開しますので、ご覧ください。 
                                                                   

℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ ℄ 
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【
は
じ
め
に
】
の
項
目
で
家
族
の
日
常
に
視
点
を
定
め
た
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
精
神
科
の
医
師
の
著
作
で
、
家
族
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
他
に
類
を
見
な
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
『患
者
で
あ
る
子
供
を
変
え
る
た
め
に
、
家
族
が

変
わ
る
こ
と
』
と
先
生
は
何
度
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
生
の
病
院
で
は
、
家
族
心
理
教
育
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
患
者
心
理
教
育

(
入
院
、
通
院
を
問
わ
ず)

を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
中
で
重
要
な
こ
と
は
、
上
手
に
対
応
し
て
い
る
人(

患
者
さ
ん
、
家
族)

を

『真
似
る
こ
と
』と
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
自
分
の
こ
と
を
振
り
返
る
と
、
十
数
年
前
子
供
が
発
病
し
何
が
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
入
院
し
、
も
ち
ろ
ん
先
生
方
は

必
死
で
治
療
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
家
族
に
対
す
る
精
神
的
フ
ォ
ロ
ー
は
ま
る
っ
き
り
な
く
、
全
く
の
暗
黒
の
世
界
、
孤

独
、
手
探
り
状
態
の
中
で
必
死
に
も
が
い
て
い
た
あ
の
絶
望
的
な
時
期
を
思
い
出
す
と
、
こ
の
よ
う
な
家
族
心
理
教
育
を
受
け

ら
れ
て
い
た
ら
、
ど
ん
な
に
か
心
強
く
、
希
望
を
持
て
た
の
に
と
思
い
ま
す
。 

 

後
半
で
は
、
家
族
会
の
重
要
性
に
触
れ
て
い
ま
す
。
『
家
族
の
仲
間
が
で
き
る
と
、
次
第
に
ご
家
族
の
表
情
に
ゆ
と
り
が
出
て

き
て
、
笑
顔
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
請
け
合
い
で
す
。
た
と
え
患
者
さ
ん
の
病
気
の
状
況
に
変
化
が
な
く
て
も
で
す
。
こ
の
よ
う
な

ご
家
族
を
私
は
た
く
さ
ん
見
て
き
ま
し
た
。
』と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 
 

私
も
家
族
会
に
出
会
い
、
『苦
し
ん
で
い
る
の
は
自
分
一
人
で
は
な
い
ん
だ
。
助
か
っ
た
！
』
と
思
っ
た
こ
と
は
、
今
で
も
鮮
明
に

思
い
出
せ
ま
す
。
そ
し
て
先
生
は
『
人
は
誰
で
も
少
な
く
と
も
一
回
は
一
生
の
中
で
乗
り
越
え
る
の
に
非
常
な
努
力
を
要
す
る

苦
難
に
遭
遇
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
多
く
の
人
々
は
、
何
と
か
苦
難
を
克
服
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
く
う
ち

に
、
良
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
何
と
か
な
っ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

前
向
き
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
人
間
に
と
っ
て
『
超
え
ら
れ
な
い
苦
難
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
』
と
私
た
ち
家
族
に

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。
温
か
く
深
い
言
葉
に
勇
気
を
い
た
だ
き
、
本
を
読
み
終
わ
り
ま
し
た
。 
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九
月
十
七
日
（月
）Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
販
売
し
ま
す
の
で
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。 
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 Ａブロック市民フォーラム アンケート結果 
７月２１日（土）Ａブロックフォーラムが開催されました。講演の感想文は先月号で掲載しましたが、 

アンケートの集計結果は下記の通りです。 

項 目 内 容 内 容 内 容 内 容 

１ 住 所 横浜内  ９２．９％ ２ 性 別  女 性 ５８％   男 性 ４２％ 

３ 年齢別 ４０～50才代 ３５％ ７０才代以上 ２７．９％  60才代 ２３．６％  

４ 受講動機 ① 家族に精神障害者が

いるから ６０．７％ 

 

② 野末先生の講演を聞

きたかった ３３．６％ 

 

③ こころの病につい

て知りたかった 

  １５．０％ 

④精神保健の

勉強をしてい

る １３．６％ 

５プログラム

内容について 

大いに良かった 音楽と劇 ３８．６％ 

 

講演   ５４．３％ 

 

 

６何で講演会

を知りました

か 

① 家族会から  

５２．１％ 

② チラシ １８．６％  

 

③置いてあるのをみ

て １０．７％ 

 

 

７家族会に入

っていますか  

① いる ５６．４％  ② いない ４０．７％    

                          

 自由意見 

  Ⅰ 音楽と劇                                        

    ① アイディア最高の手話、よく分かり素晴らしかった。 

    ② 知人が出演していてびっくり！「頑張っているな」と思った。 

    ③ ユーモアがあり、元気な様子で活動している姿がうかがえてほっとした。 

  Ⅱ 野末先生の講演 

    ① ＳＳＴについては賛否が別れました。 

      「講演だけで良かった。」という人と、「ＳＳＴは大失敗でした」という厳しい意見もありました。 

    ② ＳＳＴで「～してくれてありがとう」を実践したいと思います。 

    ③ 先生の体験に基づいた話でひきこまれた。もう少し詳しく知りたかった。 

    ④ 今までとは違う視点で考えることができました。 

以上から見えてくること 

４０才代から５０才代の女性が多く参加されていて、家族に当事者を抱えている。家族会に入っている人

が半数以上いて、チラシで講演会を知った。年代が若いということは当事者も若いということになるので、

これから長い年月苦しむことになるかと思うと、今まで以上に社会資源の充実や家族の支援が大切にな

ると思います。 

 

    ２４年８月２３日（木）発行のタウンニュース旭区版の 

「人物風土記」に岡林郁子さんが紹介されました 
Ｂブロックフォーラム開催に合わせて、担当単会でＰＲ活動を進めている「あけぼの会」岡林郁子さんが

紹介されました。記事の一部を引用します。 

“精神障害を知って”－回復への希望を絶やさない- 

今回のイベントに当たって、絶対お願いしたい人がいて、『夏苅先生』に焼津市まで会いに行きました。 

先生は母親が統合失調症だった経験を持つ精神科医です。 

岡林さん自身も、今から３５年前お子さんが不登校から、ひきこもり、家庭内暴力等から、精神分裂病の

診断を受けて、当時は今より情報がなく「知られたくない」という気持ちが強く、逃げ場がない状態だっ

た。そんな時支えになったのが、家族会だった。仲間に何度も助けてもらえた。その後ご長男は安定さ

れていましたが、在宅治療中に３０歳で自殺をされてしまいました。その後も家族会活動を楽しく続けて

いるが、『頑張っている姿を見せたいから』―「楽しいから続けている」と話されています。 

今後も家族や当事者と共に活動を続けていきたいと前向きに取り組んでいます。 
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イベントのお知らせ  

                          
§１ Ｂブロックフォーラムについて  

日 時 平成２４年９月１７日（月）１３：００～１６：００ 

会 場 旭区公会堂 定員 ４５０名  

入 場 無 料    

講 演 演題“忘れないで！『希望』という薬を” 

テーマ 精神科医として、そして統合失調症の子どもとして 

講 師 夏苅 郁子先生 （やきつべの径
みち

診療所） 

当日は先生の著書のサイン会があります。（本購入後５０人限定） 

 

§２ 第３回家族会研修会 
日 時 平成２４年９月２０日（木）１３：３０～１６：００ 

会 場 横浜ラポール ２階 大会議室 定員１００名    

入 場 無 料（直接会場へお越しください）    

講 演 発達障害について 

講 師 佐藤 賢治 氏（オフィスウイング 所長） 

     交 通 ＪＲ新横浜北口から無料送迎バスがあります。 
  

§３ 第１８回市民メンタルヘルス講座 
“みんなで考えよう こころの健康 ～ 一人でできること 社会ができること ～” 

日 時   平成２４年１０月１７日（水）・２４日（水） [２日間] 

           両日とも午後６時 30分～午後８時 50分（開場午後６：００） 

会 場   横浜市健康福祉総合センター ４階 ホール 

内 容  １０月１７日(水)  = １日 目 =   

講 師 笠井 清登 先生（東京大学医学部付属病院精神神経科 教授） 

～ こころの健康を考えるー思春期とこころの発達～ 

         １０月２４日(水)  =  2日 目 = 

        講 師 福田 正人 先生（群馬大学大学院医学系研究科 准教授） 

            ～地域社会で実現するこころの健康～  

要予約 （聴講券をお送りします。） 申し込み締め切り １０月５日(金)必着 

申し込みＦＡＸ番号 ０４５－５４８－４８３６ 郵便の場合は１面の住所へ郵送ください。   

ホームページでも公開しています。 

 

編集後記 

 今年は、お盆が過ぎてから連日３５度近くの猛暑日が続いています。仕事場は冷房の効いた

ところで順調に進んでいます。グリーンカーテンのゴーヤも時々取り込んで、皆んなで順番に持

ち帰っています。 

 ロンドンオリンピック、高校野球、プロ野球、パラリンピックとそれぞれの分野で頑張っている人

がいます。自分も何事にも前向きな気持ちは持ち続けたいものです。この先もしばらく残暑が続

く様です。熱中症には気をつけてお過ごしください。（事務局 斉藤） 


